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人は１日平均で六～七回の排尿と一～二回の排便をします。
被災によりトイレが汚い、暗い、怖いなど普段とちょっと使い勝手が違うだけで
使用を控えてしまい我慢するようになったり、トイレの回数を減らすため水の
摂取を控えたりする事により健康を損なうリスクが高まります。

   まずは水を抜く

　（臭み防止で水を少し残す）

・明かりが必要
・蚊・虫が飛散する
・人目が気になる
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我慢できない重大事です。！！

停電・断水しているがトイレは壊れていない

一日に用を足す回数を六～七回と考えると
四人家族で一週間分を準備するなら二百個ほ

電気や水道が止まり、ほとんどの水洗トイレは使えない。 （仮復旧に約１ヵ月）

『 やってみよう～用足しを』

ポイント
慣れが必要なので、平常時から実際に試しておくことが大切

携帯用トイレなど使用

①下地袋をかぶせ

テープや紐で止め

る。

③凝固剤を上から
降りかけてください。

④蓄便袋を取り出

し上部を結び燃え

るゴミとして処理す

外で用足しの準備も

凝固剤ビニール袋

消臭剤

凝固剤
消毒液

②下地袋の上に蓄便
袋をかぶせてセットす
る。（自宅なら便座の
下でも良い）


